
  

  

（注）１ ※印は法定の縦覧場所ではないが、投資者の便宜のため任意に設定したものである。 
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とおり変更した。 
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１ 【有価証券報告書の訂正報告書の提出理由】 

平成19年６月29日に提出した第169期（自 平成18年４月１日 至 平成19年３月31日）有価証券報告書の記載事

項の一部に訂正すべき事項があったので、これを訂正するため有価証券報告書の訂正報告書を提出するものである。

  

  

  

２ 【訂正事項】 

第一部 企業情報 

 第５ 経理の状況 

   １ 連結財務諸表等 

    (1) 連結財務諸表 

    注記事項 

   （連結貸借対照表関係） 

第二部      提出会社の保証会社等の情報  

   第１ 保証会社情報 

３ 継続開示会社に該当しない保証会社に関する事項 

    (6) 経理の状況 

      ① 連結財務諸表等  

       (1) 連結財務諸表 

          注記事項 

          (連結貸借対照表関係) 

  

  

  

３ 【訂正箇所】 

訂正箇所は＿を付して表示している。 

  

  

  

  

  

  

  

   

  

  

  

 



第一部【企業情報】 

第５【経理の状況】 

１【連結財務諸表等】 

(1)  【連結財務諸表】 

    注記事項 

   （連結貸借対照表関係） 

  

  

（訂正前） 

  

  

（訂正後） 

  

  

第二部 【提出会社の保証会社等の情報】 

第１ 【保証会社情報】 

 ３ 【継続開示会社に該当しない保証会社に関する事項】 

前連結会計年度  

 （平成18年３月31日） 

当連結会計年度  

（平成19年３月31日） 

９ 連結子会社１社における貸出コミットメントに係る

貸出未実行残高は次のとおりである。 

貸出コミットメントの総額   62,006百万円 

貸出実行残高         36,548      

  差引額           25,457 

  

なお、上記貸出コミットメント契約においては、債

務者の資金使途、信用状態等に関する審査を貸出の条

件としているものが含まれているため、必ずしも全額

が実行されるものではない。 

９ 連結子会社１社における貸出コミットメントに係る

貸出未実行残高は次のとおりである。 

貸出コミットメントの総額   81,953百万円 

貸出実行残高         41,865      

  差引額           40,087 

  

なお、上記貸出コミットメント契約においては、債

務者の資金使途、信用状態等に関する審査を貸出の条

件としているものが含まれているため、必ずしも全額

が実行されるものではない。 

前連結会計年度  

 （平成18年３月31日） 

当連結会計年度  

（平成19年３月31日） 

９ 連結子会社１社における貸出コミットメントに係る

貸出未実行残高は次のとおりである。 

貸出コミットメントの総額   52,928百万円 

貸出実行残高         36,548      

  差引額           16,379 

  

なお、上記貸出コミットメント契約においては、債

務者の資金使途、信用状態等に関する審査を貸出の条

件としているものが含まれているため、必ずしも全額

が実行されるものではない。 

９ 連結子会社１社における貸出コミットメントに係る

貸出未実行残高は次のとおりである。 

貸出コミットメントの総額   63,274百万円 

貸出実行残高         41,865      

  差引額           21,408 

  

なお、上記貸出コミットメント契約においては、債

務者の資金使途、信用状態等に関する審査を貸出の条

件としているものが含まれているため、必ずしも全額

が実行されるものではない。 



(6) 経理の状況 

① 連結財務諸表等 

(1)  連結財務諸表 

       注記事項 

 （連結貸借対照表関係） 

  

  

（訂正前） 

  

  

（訂正後） 

  

前連結会計年度  

 （平成18年３月31日） 

当連結会計年度  

（平成19年３月31日） 

８ 連結子会社１社における貸出コミットメントに係る

貸出未実行残高は次のとおりである。 

貸出コミットメントの総額   62,006百万円 

貸出実行残高         36,548       

  差引額           25,457 

なお、上記貸出コミットメント契約においては、債

務者の資金使途、信用状態等に関する審査を貸出の条

件としているものが含まれているため、必ずしも全額

が実行されるものではない。 

８ 連結子会社１社における貸出コミットメントに係る

貸出未実行残高は次のとおりである。 

貸出コミットメントの総額   81,953百万円 

貸出実行残高         41,865      

  差引額           40,087 

なお、上記貸出コミットメント契約においては、債

務者の資金使途、信用状態等に関する審査を貸出の条

件としているものが含まれているため、必ずしも全額

が実行されるものではない。 

前連結会計年度  

 （平成18年３月31日） 

当連結会計年度  

（平成19年３月31日） 

８ 連結子会社１社における貸出コミットメントに係る

貸出未実行残高は次のとおりである。 

貸出コミットメントの総額   52,928百万円 

貸出実行残高         36,548       

  差引額           16,379 

なお、上記貸出コミットメント契約においては、債

務者の資金使途、信用状態等に関する審査を貸出の条

件としているものが含まれているため、必ずしも全額

が実行されるものではない。 

８ 連結子会社１社における貸出コミットメントに係る

貸出未実行残高は次のとおりである。 

貸出コミットメントの総額   63,274百万円 

貸出実行残高         41,865      

  差引額           21,408 

なお、上記貸出コミットメント契約においては、債

務者の資金使途、信用状態等に関する審査を貸出の条

件としているものが含まれているため、必ずしも全額

が実行されるものではない。 
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